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時  の  視  点
　東京都製紙原料協同組合

第６１回　通常総会　開催
日時：　５月２２日（月）午後３時５０分～

会場：　上野精養軒　３階 ｢桜の間｣

司　会　　　上田　常任理事

開会の辞　　坂田　副理事長

議　長　　　近藤（昌）副理事長

閉会の辞　　長井　常任理事

　去る５月２２日（月）、東京都製紙原料協同組

合第６１回通常総会及び第５５回永年勤続従業員

表彰式が開催されました。

会場は、木立も一層緑色を増した上野公園内精養

軒で、組合員他、多数のご来賓、業界新聞社の方々

がご出席くださいました。

　平成２８年の日本における紙・板紙生産量は、

２, ６２７万トンで対前年比０. ２％増、消費量は

２, ６１３万トンで、対前年比０. ７％減でありま

した。

生産量の内訳は紙が０. ８％減、板紙が１. ５％増

と明暗を分けました。新聞用紙、印刷・情報用紙

の減少は、電子媒体へのシフト等の構造的要因が

大きい。一方で包装用紙、段ボール原紙は通信販

売の普及、輸出向け梱包紙としての需要に支えら

れ、昨年比増で終える事が出来ました。

古紙回収量は２, １２０万トンで昨年比０. ９％

減、国内での古紙使用量は１, ７０２万トンで昨

年比０. ３％減でありました。用途別では紙向け

が、　４. ２％減の５５２万トンに対し、板紙向け

が、　２. ３％増の１, １５０万トンでした。品種

別では段ボール古紙が１. ９％増になりましたが、

新聞古紙は３. ０％、雑誌古紙は０. ２％とそれぞ

れ減少しました。

古紙輸出量は、４１３万トンで４年前をピークに

減り続けて、輸出比率もピークの２２. ７％から

毎年減少しています。

古紙回収率は８１. ２％で昨年を若干、下回り、

回収量も漸減となりました。
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また過去４年程、６３％台で足踏みしていた古紙

利用率は６４. ２％となり、目標であった６４％

を上回りました。

　日本の古紙の品質は世界一と言われています。

これは几帳面に分別をしてくれる市民がいるから

です。世界広しと言えども、分別回収をしている

のは日本だけであり、それが出来る国であるから

こそ世界一の品質につながっている事を、行政も

古紙業界も忘れてはならないのです。

一方で印刷・情報用紙の減少が止りません。これ

は産業古紙の主たる排出元である印刷所、製本所

を主たる得意先とする東京協組メンバーの扱いが

減る事です。

東京協組としては５年先、１０年先のあるべき姿

を考えるべき時に来ています。市場の変化が避け

られなければ、組合員である我々が変化するしか

ありません。

組合事業としては、各支部単位での活動は勿論、

今年度も家庭紙メーカー、製本業界、紙器業界及

びリサイクル業界との交流を行いました。理事及

び理事経験者の交流の場である「清風会」も継続

して開催され、新旧理事の交流をしています。ま

た青年部は独自の活動として印刷業界や関係業界

の若手との交流や懇親会、ゴルフコンペの開催、

関連工場の視察を実施し、昨秋には青年部５０周

年の記念祝賀会を開催しました。

各支部の支部員が一堂に集う恒例の合同新年会は

今年で１４回を数えるに至り、多数の来賓を迎え

盛大に開催する事が出来ました。

理事長挨拶
東京都製紙原料協同組合

理事長　赤染　清康

事業方針

　　昨年秋口より、為替、米国の動向により輸出

古紙市況は高騰していたが、今年３月後半よ

り中国の板紙製品相場の下落により輸出古紙

相場も急変して下落した。

　これに伴い国内メーカーも古紙価格の調整に

入った。あまりにも市況が白熱した為の調整と

みられる。
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　我々古紙業界は永い歴史を刻んでいるのだから、

目先の市況に一喜一憂することなく冷静に対

処すべきであろう。とは言え、製紙業界には

国内外とも古紙原料への堅調な需要があり、

今後とも古紙の重要さは増して行くであろう。

　　産業古紙の上物に関しては、ＩＴ化、出版

印刷物の減少、書籍や新聞購読の減少等によ

り年々発生量の減少は避けられない。しかし、

製紙メーカーの買い意欲は堅調である。

　　また、行政回収等の裾物古紙については、新

規参入の業者、輸出専門の業者等による高値

入札が続いている。

　　こうした中、当組合としては家庭紙メーカー

との懇談会、関連諸団体との懇談会、それに

よる情報発信、各事業部による組合員のメリッ

トのある活動、１０支部によるきめの細かな

組合員へのフォロー等をしたい。

　新しくスタートしたＴＰＩＣＯ制度の運用。時

代を担う青年部の育成。若手組合員の積極的

な登用。組合員間のコミュニケーションに資

するゴルフコンペ、懇親会等の開催をしたい。

これらの内容を以下の１０項目にまとめました。

（１）	全原連をはじめとした業界団体との連帯を

強め、当組合の意見を反映させる。

（２）	国内の製紙会社・関連団体・行政機関と緊

密な連絡を取り、当組合の意見を反映させ

る。

（３）	海外の製紙会社・関連会社との交流を行う。

（４）	仕事に直結した知識・情報を組合員が学ぶ

機会を作る。具体的には取引先からよく

聞かれる古紙の品種、禁忌品、取引条件な

どについての勉強会を開催して理解を深め

る。

（５）	支部間の交流を促進し、地域別・会社別の

業態の違いを学ぶ。

（６）	海外向け古紙共販事業と共に、国内向け古

紙の共販事業を調査・検討する。

（７）	各組合員が業務上必要とする備品の共同購

入を実施する。

（８）	理事・支部長を対象に組合運営上に必要な

知識、技量の研修を行う。

（９）	世代交代を進める為、若手に研修の場と活

躍の場を提供する。

(10)  取引業界に、古紙市場の現状と変化につ　

いての情報及び意見を伝える。
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議 案 審 議
〔組合員総数１６４名中　本人出席４１名、

委任状提出者５７名、議決権有総数９８名〕

第１号議案　平成２８年度　事業報告書及び決算

　　　　　　関係書類承認の件

平成 28 年度　事業報告書　　山口事業部長

　　　　　　決算関係種類について　赤松会計理事

監査報告　　　　　伊藤　監事

第２号議案　平成２９年度　事業計画、収支予算

　　　　　　案並びに経費の賦課及び徴収方法決

　　　　　　定の件

平成 29 年度　事業計画案　　廣田事業部副部長

　　〃　　　収支予算案並びに経費の賦課及び

　　　　　　徴収方法について　赤松会計理事

第３号議案　平成２９年度借入金残高の最高限度

　　　　　　額決定の件　　　　赤松会計理事

第４号議案　定款一部変更の件　　　議　長　

第５号議案　定款変更認可申請における字句の

　　　　　　一部修正委任の件　　　議　長

第６号議案　役員報酬決定の件　　　議　長

第７号議案　理事及び監事選挙の件　議　長

以上、第１号議案から第７号議案はすべて原案通

り可決されました。

長井常任理事
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　最後は長井常任理事が閉会の挨拶をされて通常

総会は滞りなく終了致しました。

　尚、今回の定款一部変更は、第２５条（役員の

定数）についてで、組合員数の減少に伴い、適正

な定数を検討した結果、理事の定数を３３人以上

３９人以内から２７人以上３２人以内へ減員し、

組合運営の円滑化を図るための変更でした。

第５５回　永年勤続従業員表彰式
午後５時１０分～

　通常総会終了後、引続き行われた従業員表彰式

には多数のご来賓の方々がご参加くださいまし

た。

　司会の坂内総務部長が開会の挨拶をされたあ

と、赤染理事長の挨拶と本日、表彰式に出席され

た被表彰従業員８名の方々に、表彰状と記念品が

贈呈されました。

司会及び開会の辞　坂内　総務部長

閉会の辞　　　　　  辻　  常任理事

　　ご 来 賓 （出席者）

□　衆議院議員　当組合顧問　　

　　松原　　仁　様

□　参議院議員　　　

　　中川　雅治　様

□　東京都議会議員

　　自由民主党東京都支部幹事長

　　当組合顧問　髙島　直樹　様

□　経済産業省 製造産業局 素材産業課

　　課長　茂木　正　様

□　経済産業省 製造産業局 素材産業課

　　紙パルプ担当課長補佐　矢野　泰夫　様

□　経済産業省 製造産業局 素材産業課

　　古紙係長　平賀　貴也 様

□　東京都産業労働局商工部　　  

　　経営支援課　課長　小寺　裕之　様

□　（公財）古紙再生促進センター関東地区委員会

　　委員長　田口　　満　様

□　（公財）古紙再生促進センター関東地区委員会

　　副委員長　和田 健太郎　様

□　（公財）古紙再生促進センター関東地区委員会

　　副委員長　長谷川　浩　様

□　（公財）古紙再生促進センター　

　　事務局長　中村　好伸　様

□　全国製紙原料商工組合連合会

　　専務理事　富所　富男　様

□　関東製紙原料直納商工組合

　　理事長　大久保　信隆　様
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□　東京都製本工業組合

　　理事長　大野　亮裕　様

□　（株）商工組合中央金庫上野支店

　　支店長　松尾　悟志　様

□　東京都中小企業団体中央会

　　労務課長　石田　靖博　様

□　（公社）東京都リサイクル事業協会

　　副理事長　佐々木　義春　様

□　東京都資源回収事業協同組合

　　理事長　松本　貞行　様

□　都市近代化事業協同組合

　　代表理事　遠藤　隆鉦　様

□　東京返本加工協同組合

　　理事長　工藤　裕樹　様

□　東京返本加工協同組合

　　専務理事　鈴木　　昇　様

□　東京都製紙原料協同組合

　　相談役　坂田　秀一郎　様

□　大同生命保険株式会社 上野支社

　　支社長　石川　直樹　様

□　大同生命保険株式会社 上野支社

　　課長　磯田　光司　様

□　あいおいニッセイ同和損害保険（株）

　　東京北支店練馬支社

　　支社長　三野　雅彦　様

□　あいおいニッセイ同和損害保険（株）

　　東京北支店練馬支社

　　営業担当　鈴木　勇太　様

□　（株）ウィル・プロモート

　　社長　近藤 　靖俊　様

□　（株）ウィル・プロモート

　　部長　宮内　亮一　様

□　（一財）あんしん財団

　　課長補佐　宮本　幸治　様

□　（株）コンサルティング・オフィス

　　代表取締役　神田　幸男　様

□　杉山会計事務所

　　税理士　杉山　靖彦　様

＊賛助会員

□　丸大食品（株）

　　主査　納　　高明　様
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表彰従業員氏名
　□　男性　◆　女性　（順不同、敬称略）

〔勤続２０年以上〕　　　６名

□中島　純雄　　　三弘紙業（株）

□庄野　八一郎　　三弘紙業（株）

◆大塚　真由美　　三弘紙業（株）

□志慶真　幸夫　　三弘紙業（株）

□竹内　慎也　　　三弘紙業（株）

□斎藤　浩幸　　　（株）ノボル紙業

〔勤続１５年以上〕　　　　７名

□粕川　智宏　　　三弘紙業（株）

◆関根　由希子　　三弘紙業（株）

□金沢　弘之　　　三弘紙業（株）

◆藤堂　実芸　　　三弘紙業（株）

□中山　健司　　　美濃紙業（株）

□近藤　昌仁　　　美濃紙業（株）

□垪和　伸行　　　美濃紙業（株）

〔勤続１０年以上〕　　　　１４名

□大塩　健一　　　　（株）グリーン

◆大澤　真寿美　　　（株）グリーン

◆田中　博子　　　　グリーンロジテック（株）

□新村　政宏　　　　グリーンロジテック（株）

□松山　一幸　　　グリーンロジテック（株）

◆福森　みどり　　グリーンロジテック（株）

□佐久間　寛　　　（株）ノボル紙業

□大久保　稔　　　美濃紙業（株）

□兒玉　章夫　　　美濃紙業（株）

◆山下　ゆかり　　美濃紙業（株）

□越智　正行　　　美濃紙業（株）

□田村　哲夫　　　美濃紙業（株）

□高久　武　　　　美濃紙業（株）

□中野　茂樹　　　（株）共益商会

〔勤続５年以上〕　　　　１９名

□鈴木　靖啓　　　（株）グリーン

□小野寺　富也　　グリーンロジテック（株）

□小澤　一幸　　　グリーンロジテック（株）

□岡田　博信　　　グリーンロジテック（株）

□伊藤　涼　　　　グリーンロジテック（株）

□門脇　研介　　　グリーンロジテック（株）

□土屋　賢一　　　グリーンロジテック（株）

□緒方　光洋　　　グリーンロジテック（株）

◆福田　峰子　　　美濃紙業（株）

□日下田　義典　　美濃紙業（株）

□服部　勝　　　　美濃紙業（株）

□前島　佑次　　　美濃紙業（株）
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◆佐藤　智美　　美濃紙業（株）

□西田　貴明　　（株）共益商会

□エヴァンジェリオマリオジュニアＶ

　　　　　　　　（株）共益商会

◆坂田　裕子　　（有）坂田亮作商店

□浅野　順二　　（有）富士紙業

□甲原　茂　　　（有）富士紙業

◆鈴木　由美　　（有）富士紙業

以上４６名（女性１１名）

　来賓ご祝辞
□　衆議院議員　当組合顧問　　

　　松原　　仁　様

□　東京都産業労働局商工部　　  

　　経営支援課　課長

　　小寺　裕之　様
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謝辞　

被表彰者を代表して　株式会社　グリーン

大塩　健一様より謝辞をいただきました。

表彰者

表彰者集合

閉会の辞　辻常任理事　

祝賀懇親会　　　　　　　　　　　　

午後６時～

　引き続き午後６時より３階桜の間で祝賀懇親会

が行われました。

司会の冨澤常任理事の開宴の辞に続き、赤染理事

長の挨拶がありました。

　続いて、ご来賓の参議院議員　中川雅治様と、

東京都議会議員　自由民主党東京都支部幹事長で

当組合顧問でもある髙島直樹様、そして経済産業

省製造産業局 素材産業課課長　茂木正様、（公財）

古紙再生促進センター関東地区委員会委員長　田

口満様からお祝辞を頂きました。

引き続き司会者より他のご来賓の紹介がありまし

た。
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乾杯のご発声は、関東製紙原料直納商工組合理事

長　大久保信隆様の音頭で宴が開かれました。

　賑やかな雰囲気の中、祝賀会も終わりが近づき、

当組合の子組合である東京返本加工協同組合理事

長　工藤裕樹様から中締めがありました。

最後に高橋常任理事の閉会の辞で終了となりまし

た。総会から出席頂いた組合員の皆様にはお疲れ

様でした。また、全ての式典が無事終了しました

ことを心より御礼申し上げます。　

来賓ご祝辞
□　参議院議員

　　中川　雅治　様

□　東京都議会議員　
　　自由民主党東京都支部幹事長　当組合顧問
　　髙島　直樹　様

□　経済産業省製造産業局 素材産業課
　　課長　茂木　正　様

□　（公財）古紙再生促進センター
　　関東地区委員会委員長　田口　満　様
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乾杯のご発声
□　関東製紙原料直納商工組合　理事長
　　大久保　信隆　様

中締め
□　東京返本加工協同組合　理事長　
　　工藤　裕樹　様

時  の  話  題
　　　　　　　　　　　　　

静岡県紙業協会家庭紙部会
との懇談会

［平成２９年３月１０日（金）午後２時００分～］

於）富士工業技術支援センター

出席者：　静岡県紙業協会家庭紙部会 13 名

　　　　　（内、家庭紙メーカー 13 名）

　　　　　静岡県製紙原料商業組合　11 名

　　　　　東京都製紙原料協同組合　8 名

三団体代表挨拶

イデシギョー（株）井出会長
　［静岡県紙業協会家庭紙部会］

　 ２ ０ １ ６ 年 の 日 本 家 庭 紙 工 業 会 デ ー タ で

は、 ト イ レ ッ ト・ ペ ー パ ー の 昨 年 １ 年 間 の

出 荷 量 が　 １, ０ ５ ９, ０ ０ ０ ト ン、 月 平 均

８８, ２００トンで１０２. ３％。内、中小の

出荷量は６８２, ０００トン（６４. ５％）で、

３７６, ０００トン（３５. ５％）が大手の出荷量

でした。トイレット・ペーパーの年間輸入量は

５１, ０００トンで　前年比１１１. ６％と増えて

います。輸入の国際シェアはトイレット・ペーパー
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が４. ６％、ティッシュ・ペーパーが１４. ６％、

タオル・ペーパーが１７. ２％と年々増えている

ので心配しています。国内の家庭紙の再生紙の販

売は１００％に満たなくて、各メーカーは生産量

を落して調整をしています。各メーカーとも製品

価格は下げないよう努力をしていますが、大手

メーカーのパルプロールを使用した製品が価格を

下げているので、消費者はパルプロール物を買う

傾向にあります。ただ、最近はパルプが上がって

きておりますので、中小の再生紙物も５月頃を目

途に製品価格が上ればと期待をしております。

赤染理事長　［東京都製紙原料協同組合］

印刷情報用紙の生産量が前年と同じ、板紙の生産

量は前年と比べ増加しています。板紙メーカーは

フル生産をしており古紙が足りない状況です。ア

メリカの景気が順調で、国内で使う紙が増えて紙

の生産が上がっています。中国も板紙製品が二次

値上げまでしているほどの状況です。東京協組の

３月共販輸出では上ケントより、ミックス価格が

上回っている状況が起きております。集荷では長

年、選別をして古紙の価値を上げてきた事が崩壊

してしまわないかと心配をしております。今後、

古紙の国際価格がどう動いていくのか注目してい

る所であります。

菊池理事長　［静岡県製紙原料商業組合］

静岡商組では裾物３品の輸出価格の高騰で、大変

厳しい状況に耐え忍んでいる状況です。今日の会

議が終了する頃には、メーカーさんと問屋の考え

がそれぞれ上向きになればと願っております。前

回の会議の際ご案内した、全原連の総会が静岡地

区（ホテルコンコルド浜松）で５月２５日に行わ

れます。当日は総会の後に懇親会、翌日にはゴル

フや観光の用意もしてあります。ご案内書を近日

中にお送りしますので、１社でも多くの家庭紙

メーカーが参加されるようお願い致します。

市況全般と家庭紙原料について　

上田直納部長　［東京都製紙原料協同組合］

古紙の市況は、輸出価格が大きく上昇しています。

特に裾物３品が急騰しております。国内では洋紙

メーカーが製品値上げを打ち出したが、古紙の値

上げに対しては追従していけない状況です。板紙

では製品の値上げが出来ない状況です。輸出価格

では上物（ケント）価格より雑誌価格が高くなっ

ており異常な状態になっております。上物の発生

は、３月上旬は悪いが３月中旬あたりから機密系
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古紙等の発生が加わり増えてくるように思われま

す。

家庭紙原料について　

冨澤直納部副部長　［東京都製紙原料協同組合］

産業古紙と家庭紙向け原料の発生についてお話い

たします。以前は家庭紙向け原料が、産業古紙

６５％、商業印刷が３５％で構成されていました

が、ここ数年で半々の状況になってきております。

産業古紙の比率を大きく占める出版の業績がここ

数年悪く、出版物の売り上げがピーク時の半分に

なってしまいました。出版物の重量ベースで比較

すると約１１％減少しております。出版関連で大

きく売り上げを占めていた雑誌が、書籍に売り上

げで抜かれ逆転されました。電子書籍を含む電子

媒体は売り上げを伸ばしています。商印ではチラ

シが大きく減少しております。以上のような要因

から、産業古紙の発生減少に歯止めがかからない

状況となっております。オフィス系古紙は３月か

ら４月に向け発生が多くなってきますが、輸出価

格の影響を受け仕入価格競争が厳しくなっている

状況です。

産業古紙のデータより
鈴木直納部員　［東京都製紙原料協同組合］

現在の輸出価格は予想がつかない勢いで上昇して

おり、我々もこの状態に困惑しております。古紙

問屋としてこの問題にどう対応するのかは、発生

元を守るしかない状況です。出版物に関しては減

少が続いており、商業広告ではネットの方が紙媒

体よりヒット率が高く、紙の使用量が減っていま

す。集荷業者では後継者不足や高齢化による事業

転換が進んでおります。そこにきて東京に人口が

集中しているので、地方から東京に古紙問屋が出

てきて事務所を作り営業をしています。古紙の需

要は旺盛だが、発生は少なく過当競争は激化して

きております。我々は市況がどうなるか分からな

いまま、仕入価格をどうするか頭を悩ませていま

す。今後、輸出価格がどうなるか分からない中、

問屋はメーカーへの供給責任を果たしていかなけ

ればならないと思っています。仕入先を守るとい

う意味で、我々問屋は仕入先と一体でメーカーへ

協力していきたいので、どうか実情をご理解され

て対応して頂きたいたいと思います。
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古紙の回収について　

赤染理事長　［東京都製紙原料協同組合］

東京協組の組合員数はピークで４５６社ありまし

たが、現在は１６４社となっております。組合に

は毎月、廃業による脱退の申し出があります。原

因は従業員の人手不足や後継者難があります。後

継者に関しては、古紙に対する魅力が薄れてきて

おり、会社勤めや自宅をマンションに建て替え

オーナー経営をする方が増えています。東京協組

の古紙の主力であります上物古紙の発生量が年々

減少しており、歯止めがきかない状況になってお

ります。明るい要因では組合の青年部が活発な活

動をしており、今後の組合役員候補として期待が

出来る事です。

静岡の状況について　

［静岡県製紙原料商業組合］

静岡地区の発生は少なく、１月は１０％、２月は

２０％減少している。

家庭紙メーカーの現状　

［静岡県紙業協会家庭紙部会］

古紙の入荷は良くない。消費は少ない。製品の出

荷は減少気味。在庫は適正に近い在庫。

質疑応答　Ｍ－メーカー　　Ｇ－問屋

Ｇ－Ｑ：古紙に関するトラブルはないのか？

Ｍ－Ａ：ボッ等の小さなものはあるが、大きなも

のはない。

賛助会員の入会について

昨年度の総会で組合員外との交流、連携をより促

進させ、組合組織の充実強化を図る為、賛助会員

制度が導入されました。

賛助会員の入会第１号として丸大食品（株）が

４月１日より入会致しました。

先月、総会案内と一緒に「２０１７年丸大の夏ギ

フト」と題し、お中元用の案内書を送付致しまし

た。今後、支部会等でも案内書等を配布する予定

です。事務局へご連絡いただければ案内書を組合

員へ直接送る事も出来ます。是非、この機会にご

活用いただければと思います。

尚、６月総会号より最終ページに丸大食品（株）

の広告が掲載されましたのでご覧ください。
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清風会ゴルフコンペ
　　　　　　　　　　

総務部長　齋藤浩二

今回の清風会は、４月１３日、武蔵丘ゴルフコー

スにて３組のコンペで行われました。

当日は天候にも恵まれ、女子トーナメントで使わ

れたコースでフェアウエーの幅も狭く、難度の

高いコースでした。今回からハンデ改正があり、

７０歳以上が自分のハンデプラス４ということに

なり大変恵まれたハンディキャップでしたが、思

いの外、苦戦を強いられました。

今回、私が優勝することができたのは、同伴プレー

して頂いた赤染理事長、廣田理事、近藤（行）理事

のおかげで改めて御礼申し上げます。

優　勝　　　齋藤　浩二

 支　部　便　り

支部総会開催

城北支部総会　

城北支部長　辻　忠敏
 

平成２８年度　城北支部総会を平成２９年４月　

１１日（火）１６時より、組合会館会議室におい

て行いました。

当日は４月最低気温＋雨＋強風と悪い天気に見舞

われてしまいました。残念ながら出席者は５名と

なり、歴代最小人数となってしまい申し訳なく思

います。しかしながら１７社の委任状を頂き、総

会を成立出来ました事に感謝申し上げます。

　支部長に選ばれて６年が過ぎ、諸先輩方には申

し訳ない程少人数の会合になってしまいました

が、なんとか支部活動を維持出来ているのも、青

年部の協力無しには語れません。昨年は退会者こ

そ出ませんでしたが、組合員の高齢化及び産業古

紙減少は加速的に進んでおり、早急な存続対応策

が必要だと思います。そして今期も支部長を務め

る事となりました事をご報告し、あらためてご理

解とご協力をお願い申し上げます。

　さて、総会終了後は有志で熱海温泉に行き、宴

会をしてきました。あいにくの雨で露天風呂には

入れませんでしたが、万人に愛されている熱海温

泉を楽しんで来ました。二次会はカラオケで盛り

上がりましたが、お一人だけ新幹線最終列車でお

帰りになるのに合わせてお開きとしました。参加

者の皆様ご協力有難うございました。

また、今期も微力ながら支部並びに組合活動をし

ていきますので、ご協力をお願い致します。

文京支部総会　

文京支部長　齋藤浩二
 

平成２９年４月１８日、岡埜荘にて１８時１５分

より総会を開催しました。初めに開会の辞として、

支部長より議案にたいして慎重審議の要請を促
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し、定足数並びに委任状含め議決権が行使できる

ことを全員で確認しました。

梨本会計から平成２８年度決算報告、平成２９年

度収支予算案の報告があり、出席者全員の賛同を

いただきました。最後に役員改選について梨本支

部長、志田会計の承認し、閉会の辞を新支部長の

挨拶で無事終えることとなりました。

　

♪ことわざミニ知識♪

五十歩百歩（ごじゅっぽひゃっぽ）

出典は中国の儒教の経典。「戦場で５０歩逃げた

者が、１００歩逃げた者を臆病者と笑った」との

例から、自分と大差がないのに、人の言動を笑う

こと。小さな差はあるが、本質的に違いはないこ

との喩え。（たとえ）

支部スケジュール

千代田支部

　支部会　　７月１１日（火）菜の家

　支部会　　９月　８日（金）菜の家

　支部会　１０月　６日（金）菜の家

中央支部

　スケジュール未定

文京支部　

　支部会　７月　１日（土）草津温泉

　納涼会　８月１８日（金）　＊場所未定

　支部会　９月１９日（火）東明飯店

台東支部

　納涼会　７月　＊日にちと場所未定

　支部会　９月　組合会館　＊日にちは未定

荒川支部

　スケジュール未定

足立支部　　

　スケジュール未定

山手支部

　支部会　７月２０日 ( 木 )　鮨やなぎ

　従業員家族慰安会 ８月５日（土）椿山荘

　支部研修会　９月２日（土）～３日（日）

　　　　　　　場所未定

城南支部

　納涼会　８月　６日（日）　＊場所未定

江墨支部

　スケジュール未定

城北支部

　支部会　７月１２日（水）　＊場所未定

　８月は支部会休会

　支部会　９月　　＊日にちと場所未定
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お　知　ら　せ

［ ７月会議 ］

７月　４日（火）上野商工中金総会

	 講演会（pm4：50 ～）

	 懇親会（pm6：30 ～）

	 浅草ビューホテル　

７月　５日（水）共販輸出検討委員会　(pm3：00～)

	 常任理事会　（ｐｍ 3：30）

	 理事会 (pm4：30 ～ )

 　　〃	 清風会の講演会（ｐｍ 5：30 ～）

	 清風会納涼会（ｐｍ 6：30 ～）

	 上野・東天紅

７月１９日（水）	古紙センター関東地区委員会

	 （ｐｍ4：00～）センター会議室

研修会（ｐｍ 5：30 ～）

７月２２日（土）	組合ゴルフコンペ豊里ゴルフクラブ

７月２７日（木）古紙センター業務委員会

	 （ｐｍ2：15～）センター会議室

　　　〃	 全原連役員会（ｐｍ 3：15）

	 センター会議室

その他
＊８月は理事会休会

＊事務局　夏季休暇　８月１１日（金）～１６日（水）

［古紙価格］
［東資協の古紙 4 品の標準売値］

平成 29 年 5 月 9 日現在

新聞　　　9 円～ 13 円 ( 横ばい )

雑誌　　　7 円～ 10 円 ( 横ばい )  

段ボ－ル　9 円～ 11 円（横ばい )

［ 組織変更］
（社名変更）

・荒川支部：（株）藤井　→（株）マンモスエコロジー

  代表者　藤井　康輔　平成２９年４月１日より

（代表者変更）

・足立支部：（有）丸保紙業 代表取締役 片岡繁　様

　→　新代表取締役　松本　一幸　様

・中央支部：（株）新央　代表　直江忠雄　

　→　新代表取締役　直江　恵介（平成29年5月吉日）

［組合員脱退］
（平成２８年６月末）

［文京支部］（有）関口（代表者　関口順）廃業

（平成２８年８月末）

［中央支部］（有）山﨑（代表者　山﨑紀代）廃業

（平成２８年９月末）

［千代田支部］

（有）山中商店（代表者　山中明徳）廃業

（平成２８年１２月末）

［文京支部］

（株）小川商店　（代表者　小川裕光）廃業

（平成２９年３月末）

［足立支部］　

（有）柿沼商店（代表者　柿沼　章）自己都合

「江墨支部」

（有）安田リサイクル（代表者　安田三喜夫）

自己都合

「荒川支部」

（有）上村商店（代表者　上村敏雄）廃業予定

「山手支部」

関原商店（代表者　関原徹博）業務縮小

会 議 概 要［ 3 月・4 月・5 月］

３月度定例理事会　

［平成２９年３月６日（月）］　於）組合会議室

出席理事２８名・監事０名

理事長挨拶

古紙市況は、輸出価格が高めに推移しています。
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詳しくは後程、直納部から話してもらいます。本

日は総会に向けての沢山の議題がありますのでご

協力を宜しくお願いします。

［各部報告］

［総務部］

組合会館の今後の有り方について、鈴与三和建物

（株）から実際に交渉を依頼した場合の費用見積

が提出されました。

［直納部］

３月度の共販輸出は、上物では国際紙パルプ商事

（株）が国内価格を上回って落札しました。仕向

地は中国で業者の報告では「古紙受給が逼迫して

おり、各メーカーは原料確保に躍起となっていま

す。関東商組の輸出価格にみられるように古紙価

格が急上昇。下落要因は見られず、中国向け価格

は強含みで推移すると思われます」との事。

裾物では、段ボールとミックスを日商岩井紙パル

プ（株）がそれぞれ国内価格を上回り落札しまし

た。仕向地は段ボールがベトナムでミックスは中

国。業者の段ボール・ミックスに関する報告では

「引き続き、各国とも引き合いが強い」との事。

ケントの輸出価格がミックスの輸出価格よりが低

くなっています。

［品目別］

［段ボール・新聞・雑誌］　段ボール：段ボール原

紙製品の１月の国内出荷と生産は増加で国内出荷

は３ｹ月連続の増加。

３月国内メーカー発注量は軒並み増加。２月の入

荷量が極端に減少し、３月の輸出価格が大幅に上

昇したことで各メーカーは原料の争奪となった。

昨年１２月の段ボール需要量が過去最高を記録。

国内メーカーはプレミアム価格で対応。３月はフ

ル操業のメーカーが多い。

雑誌：古紙原料のメーカー在庫は少なく発注量も

横ばい。白板紙製品動向は１月国内出荷が前年同

月比でプラス。生産は前年同月比で減少。雑誌古

紙は慢性的な発生不足だが、ここへきて段古紙の

不足感があり中芯メーカーは雑誌の使用量を増加

させる工場も見受けられる。禁忌品である昇華転

写紙の混入が増加しており代替古紙の購入を目指

している。

新聞：古紙在庫は２月の入荷減にともない急速に

落ち、各メーカーは３月発注量を増やした。１月

の新聞用紙製品の国内出荷と生産量は前年同月比

でマイナスで、出荷量も５ｹ月連続の減少。発行

部数の減少も収まらず、各新聞社の購読部数は前

年同月比で減少したままの状況が続いていたが、

１月は微増となった。３月時点で多くのメーカー

在庫量が減少。

［集荷部］

２月の発生は少し良かった。３月は繁忙期なので

昨年よりは良くなるように思われますが、４月以

降は心配しております。

［広報部］　

広報誌３月の内容は、「時の視点」で日商岩井紙

パルプ（株）に古紙の輸出市況について原稿を依

頼してあります。「時の話題」では組合の合同新

年会、ＴＯＭの新年会、集荷部の新年会を掲載予

定です。「支部便り」では千代田支部・荒川支部・

江墨支部の各支部の新年会と城南支部の旅行の記

事を掲載予定です。「組合員の広場」では新組合

員の紹介　板橋紙原（株）を掲載予定です。尚、

代表者変更した組合員の紹介等の原稿が未提出の

方は提出をお願いします。

［事業部］

昨年ＴＰＩＣＯの認定講習を受けた方で認定用提

出書類が届いていない方は２５社おります。早急

に書類を提出するようお願いします。又、認定用

の書類作成で不明な点のある方は、３月２１日に

提出書類の相談会を開催しますのでご出席くださ

い。
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［青年部］

３月１３日に製本二世連合会との懇談会を行いま

す。

［審議・検討・報告事項］

1.　日程：①ＴＰＩＣＯ認定書類作成相談会　

	 ３月２１日（火）午後６時～７時　組合会議室

	 ②正副理事長会３月２３日（木）午後４時

３０分組合会議室

	 ③古紙リサイクルアドバイザー更新試験　

４月２５日（火）　該当者１３名　午後６時

３０分～組合会議室　

2.　第６１回通常総会議案について：理事の定数

が減る可能性がある。他は理事の改選がある

が通常内容で問題なし。

3.　組合脱退者についての審議　

	 江墨支部：（有）安田リサイクル ( 代表　安

田三喜夫）自己都合　平成２９年３月３１日付

	 荒川支部：（有）上村商店（代表者　上村敏雄）

平成２９年３月３１日付　　・・・　２組合

員とも原案どおりで可決

4.　組合加入についての審議

　　足立支部：（有）片野商事（代表者　片野　

隆一）　ランクＢ　４月より　・・・・原案

どおりで可決

5.　富士貨協より「過積載違反者に対する罰則強

化について」の説明文書が届いた。坂田副理

事長が内容について補足した。

6.　大同生命より「新保険の説明」が理事会前に

行われた。今後、大同生命の担当者が各支部

会で説明していく予定です。

7.　組織変更：台東支部（有）北信紙業（代表者

高山昭二郎） →新代表   代表取締役社長   髙山友生

　　代表取締役会長　高山　昭二郎

8.　支部報告：千代田　3/8支部会・4/11～12総会、

中央　4 月支部会予定、　台東　3/15 組合会

議室で支部会、文京　支部会 3/21・4 月総会、

	 荒川　支部会 3/13・総会旅行 4/9 ～ 10、　

	 足立　支部会 3/ ２・総会 4 月か 5 月、

	 山手　支部会 3/21・総会 4/22、　

	 城南　総会5/20、　江墨　支部会3/17・総会4月、

	 城北　4/11 組合会議室で総会　　

集直合同委員会　 

［平成２９年３月３日（金）］ｐｍ 4：30 

於）組合事務局

出席委員１６名（直納１１名・集荷５名）　　

　

市  況
［直納］　 ２月は発生が悪く荷物が集まらない。

輸出価格が上がっているが、古紙の注文は少ない。

メーカーは荷物が欲しい模様だが、仕入は全体に

冷え込んでいる。

［家庭紙］　家庭紙メーカーの古紙注文が弱い。

メーカー間でバラツキがありタイト感は強くな

い。パルプ物に値崩れがおきている。

［集荷］　集荷は回収量が少なく、雑誌の回収量が

１５％の落ち込み。昨年よりは良いが、一昨年よ

り悪い状態。印刷所・製本所は仕事にムラがある。

製本所が受ける仕事のロットが少なく利益が上が

らない。又、折り屋の仕事も少ない。

［家庭紙部会の今後の進め方］

①相変わらず発生が悪く、家庭紙向け古紙が増え

る可能性が見えない事を伝える。

②出版業界の現状を説明して、産業古紙の発生不

足を理解してもらう。

③輸出価格が急騰しており、雑誌古紙を輸出に出

すと家庭紙メーカーに廻ってこなくなる。

④東京に出向いて古紙問屋の状況を見て欲しい。
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古紙センター業務委員会　

［平成２９年３月１６日（木）］　pm2：15 ～　

於）古紙センター会議室　

［1］　通常総会の報告について

［2］　古紙の需要・市況動向について

＊ページ数の関係で割愛させて頂きます。

古紙センター関東地区委員会

［平成２９年３月２２日（水）］ ａｍ 10：30 ～

於）古紙センター会議室

［需要動向］　17 ／ 2 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］

［新　聞］	 仕入	 53,852(  94.2% )

	 出荷	 55,409(  96.8% )

	 在庫	 8,159(  14.7% )

［雑　誌］	 仕入	 45,393(  98.6% )

	 出荷	 47,126(100.0% )

	 在庫	 8,278(  17.6% )

［段ボール］	仕入	1 22,820(  99.6% )

	 出荷	1 23,928(100.1% )

	 在庫	1 0,290(    8.3% )

［関東・静岡実績］

［新　聞］	 入荷	1 83,317(  96.7% )

	 消費	1 96,591(103.0% )

	 在庫	11 7,723(  59.9% )

［雑　誌］	 入荷	 83,692(  91.1% )

	 消費	 92,972(  90.6% )

	 在庫	 39,002(  42.0% )

［段ボール］	入荷	 284,841(  97.8% )

	 消費	 309,860(105.7% )

	 在庫	 66,966(  21.6% )

［業者側コメント］

［新聞・雑誌・段ボール］

３２社報告の２月古紙仕入は前月比、前年比で 3

品共に減少した。出荷は３品ともに前月比で減少

し、前年比では段ボールと雑誌は前年並み、新聞

は減少した。在庫率は前月比で 3 品共に減少した。

三紙会報告の 2 月古紙仕入は前月比、前年比で

３品とも減少した。３月は２月比で増加の見込み

であるが、前年比では段ボールを除き減少する見

込みである。

［上物古紙］

２月の上物古紙在庫は家庭紙向け込頁を除き前年

比減少、上物市況は慢性的な発生減から引き合い

は強い状況である。３・４月は発生期であるが前

年と比べると発生状況は芳しくなく、堅調な引き

合いから、在庫はランニング状態が続いている。

［メーカー側コメント］

２月の新聞の発注は横ばい、入荷は低調、消費は

減少から計画通りのため、在庫は減少している。

３月の発注は横ばいから増加、入荷は低調から計

画通り、消費は計画通りのため、在庫は減少する

見通しである。

２月の雑誌の発注は横ばい、入荷は低調、消費は

計画通りで、在庫は減少している。３月の発注は

横ばい、入荷は低調、消費は計画通りのため、在

庫は減少する見通しである。

３月の段ボールの発注は横ばいで、入荷は低調、

消費は計画通りのため、在庫は減少となった。３

月の発注は増加、入荷は低調、消費は計画通りの

ため、在庫は減少する見通しである。

４月度定例理事会　

［平成２９年４月５日（水）］於）組合会議室

出席理事２５名・監事０名　

理事長挨拶
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古紙の輸出価格が急落しています。ここ数ｹ月間、

価格が高騰していたので調整局面かと思われま

す。ミックスの輸出価格が落ちているので、余剰

分が国内の家庭紙へ廻るのかが懸念されます。本

日は総会に向け審議事項が多々ありますので、ご

協力の程よろしくお願いします。

［各部報告］

［総務部］

組合会館の２階北側に４月１日よりテナント入居

が決まりました。社名は（株）Net Wisdom（シ

ステム請負サービス、ＩＴサービス）

［直納部］

４月度の共販輸出は、上物では３社が入札に参加

し、国際紙パルプ商事（株）が国内価格を上回っ

て落札しました。仕向地は中国で業者の報告では

「古紙受給が穏和しており、各メーカーは購入を

見送っているため、現在は底値が見えない状況で

す。市況価格は下落基調にあり、また引き合いが

ないことから４月以降の市況動向の見通しが出来

ない状況にあります」との事。

裾物では、段ボールの入札を国際紙パルプ商事

（株）が辞退したので、他２社での入札となりま

した。結果、段ボールを日本紙パルプ商事（株）

が国内価格を上回り落札しました。仕向地はタイ

で業者の報告では「中国の段原紙の需要が減退し

価格が急落しています」との事。ミックスの入札

は３社中２社が辞退し、残り１社での入札となり

ましたが入札提示価格が組合の予定額より大幅に

低くスキップ扱いとなりました。

［品目別］

［段ボール・新聞・雑誌］　 段ボール：４月度の

発注量は増加。３月の入荷は前半不調、後半は好

調。輸出が大幅に下落したが、国内メーカーに在

庫が少ない状況そのため積極的な買入の意向。

段ボール原紙製品動向：２月度国内出荷は前年同

月比＋、生産は前年同月比 +、国内出荷は 4 か月

連続増加。２月は飲料を除く加工食品向けが需要

を維持し、自動車生産の回復で引き合いも増加傾

向になった。古紙価格はプレミア価格の購入比率

が上昇し、４月はフル操業のメーカーも多く、輸

出価格が大幅に下落し在庫は潤沢になる可能性も

ある。

雑誌：雑誌古紙のメーカー在庫は潤沢。国内メー

カーの発注量は下落。輸出成約が極端に少なく輸

出玉が大幅に減少し国内メーカー向けに納入が増

加すると見込まれる。

白板紙製品動向：２月度国内出荷は前年同月比マ

イナス、生産は前年同月比マイナス、２月出荷は

４か月ぶりに減少。４月度の発注量は３月比横ば

い。雑誌古紙を安定的に購入する方針は変わらず。

新聞：新聞古紙在庫は急速に下落。３月入荷が予

想以上に悪く、在庫を減らした工場が多数。４月

度の発注量は横ばいから増加。プレミア価格は若

干の下落。

新聞用紙製品動向：２月度国内出荷は前年同月比

マイナス、生産は前年同月比マイナス、出荷量６

か月連続の減少。発行部数の減少は収まらず２月

度新聞購読者数が対前年同月比△ 74 万部。（先

月日約△３万部）各新聞社の購買部数は軒並み約

△ 2％ずつ減少。各メーカーの積極的購入姿勢は

変わらず。

［家庭紙］　基本的に変化はない。ミックスの輸出

価格が下落したので、輸出に出せなかった余剰分

の古紙が国内に出回る可能性が考えられる。

［オフィス系古紙］　機密古紙は年度末で発生は多

かった。メーカーでは機密系古紙の入荷が多かっ

た。

［返本関係］　２月の出版物の販売は、書籍が

２. ９％のマイナス、雑誌が９. ６％のマイナスで

した。

［集荷部］

３月の発生は製本・印刷関係が少し良かったが、
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４月に入ってからは良くない。

［広報部］　

広報誌３月号を先月下旬に送付しました。

［事業部］

ＴＰＩＣＯは現在１６名ほどが認定を受けまし

た。残り９社も順次、認定になると思われます。

今年度もこの認定制度に力を入れていく予定で

す。あわせてガソリンカード、ＥＴＣカードの普

及も広めていく予定です。

［青年部］

３月１３日に製本工組二世との懇談会を開催しま

した。４月１８日に青年部幹事会・部会を開催予

定です。

［審議・検討・報告事項］

1. 日程：　理事会日程　５/ ２（火）、６/ ８（木）、

７/ ５（ 水 ）、 ９/ ５（ 火 ）、 １ ０/ ４（ 水 ）、

１１/ ６（月）、１２/ ４（月）

	 共販輸出検討委員会　６月２日（金）ｐｍ4：30～

2.	平成２８年度組合員脱退者　１社

	 （２８年度合計８社）

3.	組合脱退者についての審議　

	 山手支部：関原商店　代表者　関原　徹博　

業務縮小　平成２９年３月３１日付で脱退・・

原案どおりで可決

	 平成２８年度組合員脱退者：合計８社

4.	第６１回通常総会・第５５回永年勤続従業員

表彰に関する事項　

	 理事の改選：理事数２９名～３１名

	 （退任６名）・・議案について追加：理事数の

変更による定款変更有り

	 「平成２８年度事業報告と平成２９年度事業

計画（案）」の確認を 4/12 迄に

5.	業務部長の一部変更・・坂内総務部長　→　

	 齋藤浩二、高橋青年部長→工藤充彦

	 平成２９年度６月より新部長　

6.	永年勤続従業員表彰申込状況：４社・２２名

	 台東支部：（株）ノボル紙業・・２名、

	 足立支部：美濃紙業（株）１４名、

	 城南支部：（株）共益商会　３名、　

	 城北支部：（有）富士紙業　３名

	 追加・・　文京支部：（株）グリーン３名、

	 城南支部：（有）坂田亮作商店１名

7. 賛助会員加入：4/1 より　丸大食品（株）「ハム・

ソーセージ製造業」が加入

8. 組合会館１階ドアのオートロック化・・次回

理事会までに見積書提出予定

9. 直納部主催海外研修について・・場所と日程

	 「ミャンマー」10/19 ～ 22

10. 清風会ゴルフハンデの改正と確認

11. 製本工組親睦ゴルフ大会：

	 ６月３日（土）川越カントリークラブ　

	 組合参加候補４名（赤染、宮内、梨本、田中）

12. 組織変更（社名変更）

	 荒川支部：（株）藤井→（株）マンモスエコロジー

	 代表者　藤井康輔　平成２９年４月１日より

12. 支部報告：　千代田 4/12 総会、　

	 台東　4/27 総会「浅草ビューＨ」、

	 文京　4/18総会、　荒川　総会旅行 4/9～ 10、

	 足立　総会 5/14 ～ 15、　　山手　総会 4/22、

	 城南　総会 5/20、　

	 江墨　支部会　総会 4/18、　

	 城北　4/11 組合会議室で総会　　

古紙センター関東地区委員会　

［平成２９年４月２０日（木）］ ｐｍ 2：00 ～　

於）古紙センター会議室

［需要動向］　17 ／ 3 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］
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［新　聞］	 仕入	 60,017(  94.2% )

	 出荷	 60,163(  95.5% )

	 在庫	 8,013(  13.3% )

［雑　誌］	 仕入	 57,708(  99.6% )

	 出荷	 55,055(100.2% )

	 在庫	1 0,931(  19.9% )

［段ボール］	仕入	1 42,383(102.9% )

	 出荷	1 40,900(104.2% )

	 在庫	11 ,773(    8.4% )

［関東・静岡実績］

［新　聞］	 入荷	 208,853(  97.9% )

	 消費	 216,191(100.4% )

	 在庫	1 09,229(  50.5% )

［雑　誌］	 入荷	1 07,295(  95.6% )

	 消費	1 02,911(  91.5% )

	 在庫	 42,564(  41.4% )

［段ボール］	入荷	 336,148(104.7% )

	 消費	 336,499(106.2% )

	 在庫	 67,347(  20.0% )

［業者側コメント］

［新聞・雑誌・段ボール］

32 社報告の 3 月古紙仕入は前月比で 3 品ともに

増加し、前年比では段ボールは増加、新聞・雑誌

は減少した。在庫は前月比で段ボール・雑誌は増

加、新聞は減少した。三紙会報告の 3 月古紙仕

入は前月比で 3 品とも増加し、前年比では段ボー

ルは増加、新聞・雑誌は減少した。4 月の仕入れ

は前年比で段ボール・雑誌は横ばい、新聞は減少

する見通しである。

［上物古紙］

3 月の上物古紙在庫は家庭紙向け込頁を除き前年

比で減少した。上物市況は慢性的な発生減から引

き合いは強い状況である。3・4 月は発生期であ

るが例年と比べ発生状況は芳しくなく、在庫はラ

ンニング状態が続いている。

［メーカー側コメント］

3 月の新聞の発注は横ばいから増加、入荷は低調、

消費は計画通りのため、在庫は減少した。4 月の

発注は横ばい、入荷・消費は計画通りのため、在

庫は横ばいから増加の見通しである。

3 月の雑誌の発注は横ばい、入荷は低調から計画

通り、消費は計画通りで、在庫は増加した。4 月

の発注は横ばい、入荷は順調で消費は計画通りの

ため、在庫は横ばいから増加の見通しである。

3 月の段ボールの発注は横ばい、入荷・消費は計

画通りのため、在庫は微減となった。4 月の発注

は横ばい、入荷は低調、消費は計画通りのため、

在庫は増加の見通しである。

古紙センター業務委員会　

［平成２９年４月２６日（水）］　pm2：15 ～　

於）古紙センター会議室　

［1］　集団回収実施団体への感謝状贈呈ついて

［2］　平成２９年４月～９月段ボール・新聞・雑

誌の消費計画　

［3］古紙の需要・市況動向について

＊ページ数の関係で割愛させて頂きます。

５月度定例理事会　

［平成２９年５月２日（火）］　於）組合会議室

出席理事２４名・監事０名　

［各部報告］

［総務部］

後程、第６１回通常総会の詳細について報告と検

討を致します。

［直納部］

５月度の共販輸出は、上物では３社が入札に参加

し、（株）松本光春商店が国内価格を上回って落

札しました。仕向地は中国で業者の報告では「ス
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ポット引合いあり、ＭＩＸ価格の反発が影響して

いる」との事。

裾物では、段ボールは３社で入札となりました。

結果、段ボールを日商岩井紙パルプ（株）が国内

価格を上回り落札しました。仕向地はベトナムで

業者の報告では「４月に入り市況は回復基調」と

の事。ミックスの入札は３社での入札となりまし

た。結果、ミックスを日商岩井紙パルプ（株）が

国内価格を上回り落札しました。仕向地は中国。

海外研修について：日程　１０月１９日（木）～

２２日（日）研修先は王子製紙関係の紙器工場と

建材工場。その他リサイクル施設等を検討中。先

に組合員へ日程と見学予定先の案内を送る。

［品目別］

［段ボール・新聞・雑誌］　 段ボール：４月度の

発注量は増加。４月の入荷は少なく、原料在庫が

大幅に落ち込む。

段ボール原紙製品動向：３月度国内出荷は前年同

月比プラス、生産は前年同月比プラス、国内出

荷は５か月連続増加。３月は加工食品向けが好

調。４月度の輸出価格が大幅に下落した。中国向

けの段古紙は４月船積みで大幅に下落。その要因

は２月末に最高値を付けた後、紙製品の不需要期

に入った事と他国からの安価な製品が流入したた

め。

雑誌：雑誌古紙のメーカー在庫は潤沢で発注量は

横ばい。

白板紙製品動向：３月度国内出荷は前年同月比プ

ラス、生産は前年同月比プラス。雑誌古紙は慢性

的な発生不足。白板紙用途に使用できる品質の雑

誌古紙は引き続き低迷。

新聞：新聞古紙在庫、入荷は下落。在庫が危機的

に減少した工場が多数出た。５月度の発注量は増

加。

新聞用紙製品動向：３月度国内出荷は前年同月比

マイナス、生産は前年同月比マイナス、出荷量７

ｹ月連続の減少。発行部数の減少は収まらず３月

度新聞購読者数が対前年同月比△ 76 万部。（先

月日約△ 5 万部）各新聞社の購買部数は軒並み

約 2％ずつ減少。各メーカーは軒並み在庫量が減

少し、積極購入の姿勢は変わらない。中国側でも

新聞古紙の発生は依然として悪化している。

［家庭紙］　

産業古紙の発生は低調。３～４月とオフィス古紙

等の事業系古紙の発生が増えた。家庭紙メーカー

はパルプ物のシェア争いの中で、値崩れを防ぐた

め多少の製品出荷を抑えていたが、現在は荷動き

が活発になってきた。メーカーからの古紙原料の

引合いは強い。

［集荷部］

４月の発生はあまり良くなかった。５月も変わら

ないのではないかと思われます。

［広報部］　

６月に総合名簿改定による協賛広告の募集を募る

予定です。

［事業部］

ＴＰＩＣＯの認定者が４月末までで２５社となり

ました。今年度の認定講習参加の参考にするため

アンケートを本日、組合員全員に送付しました。

引き続きガソリンカード・ＥＴＣカードの加入を

推進していきたいと思います。

［青年部］

５月２２日の永年勤続従業員表彰の時間帯に別室

で青年部総会を開催致します。来賓として坂田副

理事長・山口常任理事が参加致します。青年部長

は高橋部長から工藤部長（株）起多邑に変更予定。

副部長は検討中。

５月１６日に組合会議室で幹事会と部会を開催予

定です。

［審議・検討・報告事項］

1. 日程：共販輸出検討委員会
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	 ６月２日（金）（ｐｍ 4：30 ～）

	 集直合同会議（ｐｍ 5：00 ～）組合会議室

	 静岡県紙業協会家庭紙部会との懇談会　

	 6 月 16 日（金）事前会議（ｐｍ 1：15）

	 本会議（ｐｍ 2：00）富士工業技術支援センター

2. 第６１回通常総会に関する事項　

　・理事の改選：理事数３２名　　・理事数の

変更にともなう定款変更有り：役員の定数　

２７名～３２名以内に変更

　総会議案（１～７号議案）

（1）平成２８年度事業報告書及び決算報告関係

書類承認の件

（2）平成２９年度事業計画（案）、収支予算（案）

並びに経費の賦課及び徴収方法決定の件

（3）平成２９年度借入金残高の最高限度額決定

の件

（4）定款一部変更の件

（5）定款変更認可申請における字句の一部修正

委任の件

（6）役員報酬の件　

（7）理事及び監事選挙の件

　・総会議案書を本日組合員に送付（理事会参加

理事は配布）

　・総会挨拶：乾杯のご発声　大久保理事長

　　（関東商組）、　

	 中締め　工藤理事長（返本組合）に変更

3. 第５５回永年勤続従業員表彰に関する事項　

　・永年勤続従業員表彰：８社・４６名　

　　表彰式参加者・・８名、

4. 賛助会員・丸大食品（株）より「２０１７年

丸大の夏ギフト」案内書を本日組合員へ送付。

	 総会に参加予定

5. 組織変更

	 足立支部：（有）丸保紙業　代表取締役　

	 片岡　繁  様  →新代表取締役  松本  一幸　様

6. 支部報告：　荒川支部　総会旅行 4/9 ～ 10　

古紙センター関東地区委員会　

［平成２９年５月１９日（金）］ ｐｍ 2：00 ～　

於）古紙センター会議室

［需要動向］　17 ／ 4 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］

［新　聞］	 仕入	 55,974(  90.2% )

	 出荷	 55,001(  89.8% )

	 在庫	 8,986(  16.3% )

［雑　誌］	 仕入	 58,777(  97.8% )

	 出荷	 57,863(  95.1% )

	 在庫	11 ,845(  20.5% )

［段ボール］	仕入	1 39,399(100.1% )

	 出荷	1 38,967(  99.7% )

	 在庫	1 2,205(    8.8% )

［関東・静岡実績］

［新　聞］	 入荷	1 95,938(  93.9% )

	 消費	1 94,739(  95.7% )

	 在庫	1 09,387(  56.2% )

［雑　誌］	 入荷	1 09,357(  97.3% )

	 消費	 99,693(  95.0% )

	 在庫	 51,071(  51.2% )

［段ボール］	入荷	 331,244(106.6% )

	 消費	 333,547(104.9% )

	 在庫	 65,096(  19.5% )

［業者側コメント］

［新聞・雑誌・段ボール］

32 社報告の 4 月古紙仕入は前月比で段ボール・

新聞は減少、雑誌は増加した。前年比では段ボー

ルは増加、新聞・雑誌は減少した。在庫は前月比

で段ボール・新聞は減少、雑誌は増加した。三紙

会報告の 4 月古紙仕入は前月比で 3 品とも減少

し、前年比では段ボールは増加、新聞・雑誌は減

少した。5 月の仕入れは前年比で段ボールは前年

並みから若干の減少、新聞・雑誌は減少する見通
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しである。

［上物古紙］

4 月の上物古紙在庫は家庭紙向けで前年・前月比

ともに減少した。DIP 向けでは前年比で微減と

なった。在庫が減少しているのは、需要が極端に

増加しているのではなく、発生が振るわないこと

が原因である。

［メーカー側コメント］

4 月の新聞の発注は横ばい、入荷は低調、消費は

計画通りで、在庫は横ばいであった。5 月の発注

は横ばい、入荷は低調、消費は計画通りで、在庫

は横ばいで推移する見通しである。

4 月の雑誌の発注は横ばい、入荷は順調、消費は

計画通りで、在庫は増加した。5 月の発注は横ば

い、入荷は順調、消費は計画通りで、在庫は横ば

いから増加の見通しである。

4 月の段ボールの発注は横ばい、入荷は低調、消

費は計画通りのため、在庫は減少した。5 月の発

注は横ばい、入荷は順調、消費は低調から計画通

りのため、在庫は増加の見通しである。

古紙センター業務委員会
　

［平成２９年５月３１日（水）］　pm2：15 ～　

於）古紙センター会議室　

［1］　通常理事会の報告について

［2］　（公財）古紙再生促進センター公益目的事

の変更

［3］　平成２８年度古紙開梱組成品質調査結果つ

いて

［4］　ＵＶインキ印刷物の損紙・裁落の分別

［5］　集団回収実施団体への感謝状贈呈ついて

	 （北海道・静岡・中・四国委員会の推薦）

［6］　古紙の需要・市況動向について

＊ページ数の関係で割愛させて頂きます。

編  集  後  記

広報部長　清水弘允

　今回は「総会号」です。総会を中心とした記事

になっています。

先日の総会では、役員改選がありました。

赤染理事長が誕生して、今回が２回目の組織作り

となります。

正副理事長に変更はありませんが、６事業部の中、

総務部、青年部の部長が交代しました。１０支部

の中では、３支部で新しい支部長が誕生しました。

また常任理事を除く理事としては、従来の１９名

から１３名に大幅に理事数が減りました。

　組合員が減少している事が背景にありますが、

同時に組合活動をここで見直し、小数精鋭で組合

活動を活性化する、執行部の決意と理解して欲し

いと思います。執行部が何かやってくれると言う

事ではなく、組合員全員が参加し、今後の組合の

あり方、個々の組合員の商売のあり方を、東京協

組の特徴である１０支部から突き上げる形で、問

題意識を持った組合活動が出来たらいいと思いま

す。

組合員各位のご協力を是非、お願いします。
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組合総合名簿の協賛広告について

広  報  部

この度は、組合総合名簿の協賛広告にご協力いた

だき誠にありがとうございました。

広報誌では、名簿作成の際に協賛広告掲載ご協力

頂きました企業・団体に対し１回ずつ無料で広告

掲載をさせて頂きます。掲載の順番や掲載ページ

は、こちらの都合で行いますのであらかじめご了

承願います。（広告を掲載した号の広報誌は、該

当の企業・団体にお送りいたします）

今回は、組合員と繋がりの深い業界誌、宴会場を

完備した施設等を掲載いたしました。　

尚、有料での掲載も可能ですので、ご希望の際は

組合までお申し出ください。料金等は次のように

なります。

( 株 ) 資源新報社

＜広告料金について＞

　広報誌は、１月号、３月号、６月号、９月号、

１１月号の年 5 回発行しております。

掲載と同じ２分の１ページの広告を掲載した場合

年 1 回の掲載　:　14,000 円

年 2 回の掲載　:　26,000 円 (13,000 円× 2 回 )

年 3 回の掲載　:　36,000 円 (12,000 円× 3 回 )

年 4 回の掲載　:　44,000 円 (11,000 円× 4 回 )

年 5 回の掲載　:　50,000 円 (10,000 円× 5 回 )

掲載ページにつきましては広告数によりますが、

最終ページに近い順に掲載する予定です。

お申し込みは、東京都製紙原料協同組合
電　話　０３－３８３１－７９８０
ＦＡＸ　０３－３８３１－７８８０

Ｋ－ 63

Ｋ－ 64
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新 刊案内 刊案内

紙パルプ産業と環境紙パルプ産業と環境 2016
     エネルギー、バイオマス、     エネルギー、バイオマス、     エネルギー、バイオマス、     エネルギー、バイオマス、
  古紙、植林  古紙、植林  古紙、植林
  ～持続可能な社会への貢献～

B5 判 168 頁　本体 2,000 円判 168 頁　本体 2,000 円（税・送料別）　ISBN 978-4-904844-19-9

　長年にわたり“紙”を中心に据えた出版活動に携わってきた立場から、　長年にわたり“紙”を中心に据えた出版活動に携わってきた立場から、
毎年『紙パルプ産業と環境『紙パルプ産業と環境』シリーズとして環境問題に焦点を当てた出版
物を刊行してきました。2016 年版で物を刊行してきました。2016 年版では『エネルギー、バイオマス、古紙、
植林～持続可能な社会への貢献～植林～持続可能な社会への貢献～』と題し、業界内に限らず関連他産業
の企業をはじめ一般消費者、市民運動団体、官庁・公共機関など広範なの企業をはじめ一般消費者、市民運動団体、官庁・公共機関など広範な
対象の方々が紙パの実情に対する理解を深めるための有益対象の方々が紙パの実情に対する理解を深めるための有益な1冊となるよう
構成・編集しました。構成・編集しました。

 ─本書の項目─
エネルギー
 気候変動
  新素材・新技術
   古紙利用
    森林・植林    森林・植林    森林・植林
      製紙産業の取組み      製紙産業の取組み      製紙産業の取組み
        資料        資料        資料 お問合せ・申込みは

http://www.st-times.co.jp

東　京 TEL 03（5651）7175　FAX 03（5651）7230 静　岡 TEL 0545（61）2774　FAX 0545（61）6623東　京 TEL 03（5651）7175　FAX 03（5651）7230 静　岡 TEL 0545（61）2774　FAX 0545（61）6623
名古屋 TEL･FAX 052（611）4545 名古屋 TEL･FAX 052（611）4545 大　阪 TEL 06（6244）1101　FAX 06（6245）5200

東　京 TEL 03（5651）7161　FAX 03（5651）7201 大　阪 TEL 06（6244）1102　FAX 06（6245）5200東　京 TEL 03（5651）7161　FAX 03（5651）7201 大　阪 TEL 06（6244）1102　FAX 06（6245）5200

Ｋ－ 67

Ｋ－ 68

創刊大正六年

全国的読者網をもつ再生資源業界の専門紙

株式会社 資 源 新 聞 社
大阪市中央区瓦屋町１丁目４番２号
               　　 （コシカイカン 3F）
電　話　（ 0 6 ）6 7 6 8 － 1 5 5 8
ＦＡＸ　（ 0 6 ）6 7 6 8 － 1 5 6 2
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創刊大正六年

全国的読者網をもつ再生資源業界の専門紙

株式会社 資 源 新 聞 社
大阪市中央区瓦屋町１丁目４番２号
               　　 （コシカイカン 3F）
電　話　（ 0 6 ）6 7 6 8 － 1 5 5 8
ＦＡＸ　（ 0 6 ）6 7 6 8 － 1 5 6 2
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創刊70周年をこえ、的確な情報を発信

株式会社　紙業新聞社
紙業新聞・合成紙新聞
紙パルプ会社名鑑

〒101‒0052
東京都千代田区神田小川町1‒8‒3
電　話　03‒3253‒1746
ＦＡＸ　03‒3526‒6851

E-mail：shigyou@deluxe.ocn.ne.jp
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創刊70周年をこえ、的確な情報を発信

株式会社　紙業新聞社
紙業新聞・合成紙新聞
紙パルプ会社名鑑

〒101‒0052
東京都千代田区神田小川町1‒8‒3
電　話　03‒3253‒1746
ＦＡＸ　03‒3526‒6851

E-mail：shigyou@deluxe.ocn.ne.jp

Ｋ－ 71
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創刊　昭和４２年

株式会社　紙  業  新  報  社
〒 112-0006　東京都文京区小日向４－５－１１グレース文京３０２
ＴＥＬ：０３（５３１９）２３３６・２３３７
ＦＡＸ：０３（５３１９）２３３８
E-mail　shigyoushinpou@leaf.ocn.ne.jp
Twitter　http://twitter.com/yujirotakemoto

http://www.seiyoken.co.jp/
〒110-8715 東京都台東区上野公園 4 番 58 号
JR 上野駅公園口、京成上野駅、地下鉄上野駅  徒歩 5分

上野の森の結婚式場 ご婚礼・ご宴会・レストラン・ケータリング

Since1872

Banquet
Weddinf
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丸大食品株式会社
東日本特販営業課

〒 135-0051　東京都江東区枝川 2-23-2

TEL 03-3647-3270 FAX 03-3647-3274
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賛助会員
丸大食品（株）
今月より賛助会員として入会されました丸大食品

（株）の広告を掲載いたします。

入会されますと次のような特典があります。

1.　組合広報誌を毎号贈呈

2.　広報誌に無料で広告掲載が出来る。

3.　広報紙面において加入後１回に限り、賛助会

員紹介として企業紹介・事業紹介をする事

が出来る。

4.　賛助会員の共同購入事業を詳しく紹介するた

めの講習会を実施する事が出来る。

5.　年１回、組合総会の懇親会に参加する事が出

来る。その他についても計画中です。

賛助会員にご加入希望の方、及び、入会のご紹介

をいただける方は組合事務局へご連絡ください。

詳細についてご案内致します。

年間広告掲載会社のご紹介

広報誌では、組合総合名簿の協賛広告にご協力頂

きました企業・団体に対し１回ずつ２年に渡り、

無料で広告掲載をさせて頂いております。

その中の１社である矢崎エナジーシステム㈱様　

より年間掲載（有料）のお申し込みを頂いており

ます。有難うございました。

ご協力頂きました矢崎エナジーシステム㈱様に

は、過去にサービスの一巻として企業紹介や宣伝

記事等の企画立案をさせて頂きました。

どうぞこの機会に皆様も有料広告掲載をご検討い

ただきますよう宜しくお願い致します。

お申込みや料金等の詳細につきましては、広告先

頭ページのご案内をご参照ください。



34

No.3082017 年 6 月

本　　社  〒955-8691  新潟県三条市福島新田丙2318-1
	   TEL 0256-45-1251・FAX 0256-45-2204

東京支店  〒101-0061  東京都千代田区三崎町2-6-7
	   TEL 03-3263-4531・FAX 03-3262-6918


